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データヘルス改革で実現を目指すサービス④（データヘルス分析）

レセプト情報・特定健診等情報データベース（ＮＤＢ）
や介護総合データベースといった公的データベースは整
備、情報が蓄積されているが、これらのデータの連結はで
きず、健康・医療・介護の各分野を通じた分析は困難。

課題

各種データベースで保有する健康・医療・介護の情報を
連結し、個人の保健医療の履歴をビッグデータとして
分析可能な環境を提供。介護予防等の予防施策や、
医療・介護の提供体制の研究等に活用。

データヘルス改革で
実現を目指すサービス

2017年度
（平成29年度）

2018年度
（平成30年度）

2019年度
（平成31年度）

2020年度
（平成32年度）

・各種データベースを活用
した分析の有効事例の
調査、整理

・ＮＤＢの改修
・複数のデータベース間の連携・解析を行うシステム構築
・サービス内容の具体化等に向けた検討

各種のデータベースを
連結・解析可能な
システムの本格稼働

スケジュール

特定健診
約２億件

（Ｈ20.4～）

研究者 保険者 自治体

NDB

医療レセ
約130億件

（Ｈ21.4～）

要介護認定
約４千万件

（Ｈ21.4～）

介護総合ＤＢ

介護レセ
約6.6億件

（Ｈ24.4～）

検索・提供
サービス

連結解析用
サービス

予防施策の効果検証や
医療・介護トータルの
サービス利用状況の分析等
に活用

平成30年度予算（案） １２億円
・ＮＤＢの改修
・複数のデータベース間の連携・解析を行うシステム構築 8

・・・



データヘルス改革で実現を目指すサービス⑥（科学的介護データ提供）

各事業者が提供する介護サービスに関して、
・狙った効果がどの程度得られているか
・どのようなリスクが生じているか
等について、科学的な検証に裏付けられた客観的
な情報が十分に収集できているとは言えない。

課題

・科学的に自立支援等の効果が裏付けられた介護
を実現するため、科学的分析に必要なデータを新
たに収集するデータベースを構築。
・データベースを分析し、科学的に自立支援等の
効果が裏付けられたサービスを国民に提示。

データヘルス改革で
実現を目指すサービス

2017年度
（平成29年度）

2018年度
（平成30年度）

2019年度
（平成31年度）

2020年度
（平成32年度）

調査・研究
ケアの分類法等のデータ収集様式作成

データベース構築開始 試行運用 データベースの
本格運用開始

スケジュール

平成30年度予算（案） ２．７億円
・科学的介護データ提供用データベース構築等事業

介入、状態等データ

リハビリデータ

要介護認定等情報
介護保険総合データベース
・要介護認定情報、介護レセプト情報を格納

通所・訪問リハビリテーションの質の評価
データ収集等事業のデータ
・通所リハビリテーション事業所、訪問リハビ
リテーション事業所からリハビリテーション計
画書等の情報を収集

上記を補完するデータを収集するデータベースを新たに構築。
収集内容は主に「科学的裏付けに基づく介護に係る検討会」で
議論。

歩
行
訓
練

サービス
提供前の状態
サービス
提供前の状態

提供された
サービス

提供された
サービス

サービス
提供後の状態

サービス
提供後の状態

脳卒中に伴う左脚の
麻痺により3メートル
しか自力で歩行できない

杖を用いれば
自力歩行が
20メートル可能

どのようなサービスが有効か
科学的に分析、提示

屋内で自由に
歩行が可能に

（分析のイメージ）

事業のイメージ
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